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(57)【要約】
【課題】圧縮空気の圧力損失を低減するネブライザキッ
トを得る。
【解決手段】ネブライザキットは、圧縮空気を噴出させ
るノズル孔が上方先端部に形成された圧縮空気導入管を
含むケース体１００Ｇと、液体を上方先端部に向けて吸
い上げる吸上経路を形成し、ノズル孔の出口領域に霧化
部を形成する吸上経路形成体２００Ｇと、エアロゾル排
出口４２０を含む流路形成体４００Ｇとを備え、吸上経
路は、圧縮空気導入管の外周面に沿って上方に延在する
第１吸上経路と、圧縮空気導入管の先端側において吸上
経路からノズル孔側に向かって延在し、上記液体を吐出
する吸液口を有する第２吸上経路とを含み、霧化部とエ
アロゾル排出口４２０との間には、霧化部に対する姿勢
が調節可能な羽根部３４０を有する粒子選別部３００Ｇ
が設けられ、吸上経路形成体２００Ｇはケース体１００
Ｇに対して固定される。
【選択図】図４６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上方に向かって延在し、内部に圧縮空気が導入され、前記圧縮空気を噴出させるノズル
孔が上方先端部に形成された圧縮空気導入管、および、前記圧縮空気導入管の下方側にお
いて前記圧縮空気導入管の外周面を取り囲むように設けられる液体貯留部を含む、上方側
が開放されたケース体と、
　前記圧縮空気導入管の前記外周面に覆い被せられることにより、前記液体貯留部に貯留
された液体を前記圧縮空気導入管の前記上方先端部に向けて吸い上げる吸上経路を形成す
るとともに、前記圧縮空気導入管に設けられた前記ノズル孔の出口領域に霧化部を形成す
る吸上経路形成体と、
　前記霧化部で形成されたエアロゾルを外部に吐出するエアロゾル排出口を含み、前記ケ
ース体の上方開口を覆うように前記ケース体に取り付けられる流路形成体と、を備え、
　前記吸上経路は、
　前記圧縮空気導入管の前記外周面に沿って上方に向かって延在する第１吸上経路と、
　前記圧縮空気導入管の先端側において、前記第１吸上経路から前記ノズル孔側に向かっ
て延在し、吸い上げられた前記液体を吐出する吸液口を有する第２吸上経路と、を含み、
　前記霧化部と前記エアロゾル排出口との間には、羽根部を有し、前記エアロゾルを前記
羽根部によって選別して所望の粒子径を有する前記エアロゾルを外部に吐出する粒子選別
部が設けられ、
　前記吸上経路形成体は、前記ケース体に対して固定され、
　前記羽根部の前記霧化部に対する姿勢または位置は、調節可能に構成される、
ネブライザキット。
【請求項２】
　前記羽根部の前記霧化部に対する姿勢は、前記羽根部が回転することによって調節され
る、
請求項１に記載のネブライザキット。
【請求項３】
　前記羽根部は、前記霧化部と前記エアロゾル排出口との間の空間を扇状に遮蔽するよう
に構成される、
請求項２に記載のネブライザキット。
【請求項４】
　前記羽根部は、前記霧化部と前記エアロゾル排出口との間の空間を線状に遮蔽するよう
に構成される、
請求項２に記載のネブライザキット。
【請求項５】
　前記羽根部の前記霧化部に対する位置は、前記羽根部と前記霧化部との間隔が増減する
ように前記羽根部が移動することによって調節される、
請求項１に記載のネブライザキット。
【請求項６】
　前記羽根部は、前記流路形成体に対して着脱可能に構成される、
請求項１から５のいずれかに記載のネブライザキット。
【請求項７】
　前記羽根部は、前記粒子選別部の長手方向において前記粒子選別部の端部寄りに設けら
れる、
請求項１から６のいずれかに記載のネブライザキット。
【請求項８】
　前記粒子選別部は、前記流路形成体に対して着脱可能に構成される、
請求項１から７のいずれかに記載のネブライザキット。
【請求項９】
　前記流路形成体は、前記エアロゾル排出口を有する上方筒状部を含み、
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　前記羽根部および前記粒子選別部は、前記上方筒状部に対して組み付けられる、
請求項１から７のいずれかに記載のネブライザキット。
【請求項１０】
　前記霧化部と前記エアロゾル排出口との間において前記エアロゾルが通流される経路は
、前記霧化部寄りの部分に比べて前記エアロゾル排出口寄り部分の方が内径が小さくなる
ように構成される、
請求項１から９のいずれかに記載のネブライザキット。
【請求項１１】
　圧縮空気を送り出すコンプレッサーを有する本体と、
　前記コンプレッサーから送り出される圧縮空気が導入される圧縮空気管部と、
　前記圧縮空気管部の一端が連結され、エアロゾルを生成する請求項１から１０のいずれ
かに記載のネブライザキットと、を備える、
ネブライザ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ネブライザおよびネブライザキットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ネブライザは、水、食塩水、気管支等の疾患を治療する薬液、または、ワクチン等の液
体を霧化することによって、エアロゾルを生成する。一般的なネブライザは、エアロゾル
を生成するネブライザキットを備える。ネブライザキットを開示する文献としては、たと
えば特開平０６－２８５１６８号公報（特許文献１）が知られている。
【０００３】
　図６０を参照して、一般的なネブライザキット１０００Ｚについて説明する。図６０は
、ネブライザキット１０００Ｚを示す断面図である。ネブライザキット１０００Ｚは、ケ
ース体９００、霧化部形成体９２０、流路形成体９３０、および霧化部Ｍを備える。
【０００４】
　（ケース体９００）
　ケース体９００は、有底筒状に形成される。ケース体９００の上部には、上部開口９０
２が設けられる。ケース体９００の内部には、圧縮空気導入管９１３および液体貯留部９
１６が設けられる。圧縮空気導入管９１３は、ケース体９００の底面（液体貯留部９１６
）側から上方側に向かって延在する。圧縮空気導入管９１３の内部には、圧縮空気（図示
せず）が導入される。
【０００５】
　圧縮空気導入管９１３の上部先端部９１３ａには、圧縮空気を噴出させるためのノズル
孔９１５が設けられる。液体Ｗを貯留するための液体貯留部９１６は、圧縮空気導入管９
１３の下方側において、圧縮空気導入管９１３の外周面を取り囲むように設けられる。
【０００６】
　（霧化部形成体９２０）
　霧化部形成体９２０は、吸液管形成部９２４、バッフル部９２２、およびバッフル支持
部９２３を含む。吸液管形成部９２４は、筒状に形成される。吸液管形成部９２４の直径
は、下方側から上方側に向かうにつれて小さくなる。吸液管形成部９２４の頂部には、開
口部９２４ａが設けられる。バッフル部９２２は、開口部９２４ａの真上に位置する突起
９２５を有する。突起９２５は必要に応じて設けられる。
【０００７】
　バッフル支持部９２３は、吸液管形成部９２４の外表面からバッフル部９２２の側部に
向かって延在する。バッフル部９２２および突起９２５は、開口部９２４ａに間隔を空け
て対向する。霧化部形成体９２０は、圧縮空気導入管９１３の外表面が吸液管形成部９２
４によって覆い被されるように、ケース体９００の内部に収容および配置される。
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【０００８】
　（流路形成体９３０）
　流路形成体９３０は、ケース体９００の上部開口９０２を塞ぐようにケース体９００に
取り付けられる。流路形成体９３０は、エアロゾル排出口９３２および外気導入管９３４
を含む。エアロゾル排出口９３２は、流路形成体９３０の上部に設けられる。ケース体９
００の内部（霧化部Ｍ）で生成されたエアロゾルは、エアロゾル排出口９３２を通して外
部に排出される。外気導入管９３４は、流路形成体９３０を上方から下方に向かって貫通
するように設けられる。エアロゾルの生成に用いられる外気は、外気導入管９３４を通し
て、ケース体９００の外部からケース体９００の内部（霧化部Ｍ）に向かって導入される
。
【０００９】
　（霧化部Ｍ）
　図６１は、ネブライザキット１０００Ｚにおける霧化部Ｍを拡大して示す断面図である
。霧化部Ｍは、霧化部形成体９２０に設けられたバッフル部９２２（突起９２５）と、圧
縮空気導入管９１３に設けられたノズル孔９１５（図６０参照）との間に形成される。
【００１０】
　圧縮空気導入管９１３の内部に導入された圧縮空気は、上部先端部９１３ａに設けられ
たノズル孔９１５を通して噴き出される（矢印ＡＲ９１３参照）。圧縮空気は、ノズル孔
９１５から突起９２５に向かって噴き出された後、突起９２５およびバッフル部９２２に
衝突するとともに、方向転換して放射状に広がる（矢印ＡＲ９２２参照）。霧化部Ｍおよ
びその近傍には、周囲の圧力よりも低い状態である負圧が発生する。
【００１１】
　霧化部Ｍおよびその近傍において発生する負圧の作用によって、液体貯留部９１６から
霧化部Ｍの近傍にまで液体Ｗが吸い上げられる（矢印ＡＲ９１５参照）。液体Ｗは、矢印
ＡＲ９２２方向に流れる圧縮空気との衝突によって粉砕され、霧状粒子（微細な液滴）（
図示せず）に変化する。
【００１２】
　この霧状粒子は、外気導入管９３４を通してケース体９００の内部に導入された外気（
矢印ＡＲ９３４参照）に付加される。霧化部Ｍにおいて、エアロゾルが生成される。エア
ロゾルは、旋回するようにしてエアロゾル排出口９３２（図６０参照）に向かって移動す
るとともに（矢印ＡＲ９３２参照）、エアロゾル排出口９３２（図６０参照）を通して外
部に排出される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】特開平０６－２８５１６８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　図６２は、ネブライザキット１０００Ｚにおける霧化部Ｍをさらに拡大して示す断面図
である。上述のとおり、ノズル孔９１５を通して噴き出された圧縮空気（矢印ＡＲ９１３
参照）は、突起９２５の下端９２５Ｔおよびバッフル部９２２（図６１参照）等に衝突す
る。突起９２５の下端９２５Ｔ等に衝突した圧縮空気は、方向転換して放射状に広がる（
矢印ＡＲ９２２参照）。
【００１５】
　圧縮空気は、液体Ｗを空気の圧力（風圧）により粉砕した後、バッフル支持部９２３（
図６１参照）または外気導入管９３４（図６１参照）の内周面に衝突する。エアロゾルと
なった圧縮空気は、旋回するようにしてエアロゾル排出口９３２（図６０参照）に向かっ
て移動するとともに（図６１中の矢印ＡＲ９３２参照）、エアロゾル排出口９３２（図６
０参照）を通して外部に排出される。
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【００１６】
　ネブライザキット１０００Ｚにおいてエアロゾルが生成される際、ノズル孔９１５から
噴き出された圧縮空気は、まず突起９２５（およびまたはバッフル部９２２）に衝突し、
次にバッフル支持部９２３（図６１参照）に衝突し、その後さらに外気導入管９３４（図
６１参照）の内周面に衝突する。ノズル孔９１５から噴き出された圧縮空気は、これらの
衝突の度に、圧力を損失する。
【００１７】
　圧縮空気導入管９１３に導入される圧縮空気としては、圧力損失を見越した上で、ネブ
ライザの生成に必要な圧力を十分に備えた圧縮空気が、予め準備される必要がある。した
がって、ネブライザキット１０００Ｚのような従来のネブライザキットにおいては、大き
な流量を有する圧縮空気を生成するために、容量（流量）および大きさの大きなコンプレ
ッサー等を用いることが必要であった。
【００１８】
　本発明は、上記のような実情に鑑みてなされたものであり、エアロゾルが生成される際
、圧縮空気の圧力が損失することを低減することが可能なネブライザキットおよびネブラ
イザを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　本発明に基づくネブライザキットは、上方に向かって延在し、内部に圧縮空気が導入さ
れ、上記圧縮空気を噴出させるノズル孔が上方先端部に形成された圧縮空気導入管、およ
び、上記圧縮空気導入管の下方側において上記圧縮空気導入管の外周面を取り囲むように
設けられる液体貯留部を含む、上方側が開放されたケース体と、上記圧縮空気導入管の上
記外周面に覆い被せられることにより、上記液体貯留部に貯留された液体を上記圧縮空気
導入管の上記上方先端部に向けて吸い上げる吸上経路を形成するとともに、上記圧縮空気
導入管に設けられた上記ノズル孔の出口領域に霧化部を形成する吸上経路形成体と、上記
霧化部で形成されたエアロゾルを外部に吐出するエアロゾル排出口を含み、上記ケース体
の上方開口を覆うように上記ケース体に取り付けられる流路形成体と、を備え、上記吸上
経路は、上記圧縮空気導入管の上記外周面に沿って上方に向かって延在する第１吸上経路
と、上記圧縮空気導入管の先端側において、上記第１吸上経路から上記ノズル孔側に向か
って延在し、吸い上げられた上記液体を吐出する吸液口を有する第２吸上経路と、を含み
、上記霧化部と上記エアロゾル排出口との間には、羽根部を有し、上記エアロゾルを上記
羽根部によって選別して所望の粒子径を有する上記エアロゾルを外部に吐出する粒子選別
部が設けられ、上記吸上経路形成体は、上記ケース体に対して固定され、上記羽根部の上
記霧化部に対する姿勢または位置は、調節可能に構成される。
【００２０】
　好ましくは、上記羽根部の上記霧化部に対する姿勢は、上記羽根部が回転することによ
って調節される。
【００２１】
　好ましくは、上記羽根部は、上記霧化部と上記エアロゾル排出口との間の空間を扇状に
遮蔽するように構成される。
【００２２】
　好ましくは、上記羽根部は、上記霧化部と上記エアロゾル排出口との間の空間を線状に
遮蔽するように構成される。
【００２３】
　好ましくは、上記羽根部の上記霧化部に対する位置は、上記羽根部と上記霧化部との間
隔が増減するように上記羽根部が移動することによって調節される。
【００２４】
　好ましくは、上記羽根部は、上記流路形成体に対して着脱可能に構成される。
　好ましくは、上記羽根部は、上記粒子選別部の長手方向において上記粒子選別部の端部
寄りに設けられる。
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【００２５】
　好ましくは、上記粒子選別部は、上記流路形成体に対して着脱可能に構成される。
　好ましくは、上記流路形成体は、上記エアロゾル排出口を有する上方筒状部を含み、上
記羽根部および上記粒子選別部は、上記上方筒状部に対して組み付けられる。
【００２６】
　好ましくは、上記霧化部と上記エアロゾル排出口との間において上記エアロゾルが通流
される経路は、上記霧化部寄りの部分に比べて上記エアロゾル排出口寄り部分の方が内径
が小さくなるように構成される。
【００２７】
　本発明に基づくネブライザは、圧縮空気を送り出すコンプレッサーを有する本体と、上
記コンプレッサーから送り出される圧縮空気が導入される圧縮空気管部と、上記圧縮空気
管部の一端が連結され、エアロゾルを生成する本発明に基づく上記のネブライザキットと
、を備える。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明によれば、エアロゾルが生成される際、圧縮空気の圧力が損失することを低減す
ることが可能なネブライザキットおよびネブライザを得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】実施の形態１におけるネブライザを示す斜視図である。
【図２】実施の形態１におけるネブライザキットを示す斜視図である。
【図３】実施の形態１におけるネブライザキットの分解した状態を示す斜視図である。
【図４】実施の形態１におけるネブライザキットの分解した状態を示す断面図である。
【図５】図２におけるＶ－Ｖ線に沿った矢視断面図である。
【図６】実施の形態１におけるネブライザキットに用いられる吸上経路形成体を示す第１
斜視図である。
【図７】図６におけるＶＩＩ－ＶＩＩ線に沿った矢視断面斜視図であり、実施の形態１に
おけるネブライザキットに用いられる吸上経路形成体を示す第１断面斜視図である。
【図８】実施の形態１におけるネブライザキットに用いられる吸上経路形成体を示す第２
斜視図である。
【図９】図８におけるＩＸ－ＩＸ線に沿った矢視断面斜視図であり、実施の形態１におけ
るネブライザキットに用いられる吸上経路形成体を示す第２断面斜視図である。
【図１０】実施の形態１におけるネブライザキットに用いられる吸上経路形成体がケース
体の内部に収容および配置された状態を示す断面斜視図である。
【図１１】図１０におけるＸＩ－ＸＩ線に沿った矢視断面図である。
【図１２】実施の形態１におけるネブライザキットに用いられる粒子選別部を示す斜視図
である。
【図１３】実施の形態１におけるネブライザキットによってエアロゾルが形成される際の
霧化部およびその近傍を示す断面図である。
【図１４】実施の形態１におけるネブライザキットによってエアロゾルが形成される際の
ネブライザキットの全体の様子を示す断面図である。
【図１５】実施の形態２におけるネブライザキットの霧化部およびその近傍を示す断面図
である。
【図１６】実施の形態３におけるネブライザキットの霧化部およびその近傍を示す断面図
である。
【図１７】実施の形態４におけるネブライザキットの霧化部およびその近傍を示す斜視図
である。
【図１８】実施の形態５におけるネブライザキットの霧化部およびその近傍を示す斜視図
である。
【図１９】実施の形態６におけるネブライザキットの霧化部およびその近傍を示す斜視図
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である。
【図２０】実施の形態７におけるネブライザキットの霧化部およびその近傍を示す断面図
である。
【図２１】実施の形態８におけるネブライザキットの霧化部およびその近傍を示す斜視図
である。
【図２２】実施の形態９におけるネブライザキットの霧化部およびその近傍を示す斜視図
である。
【図２３】実施の形態１０におけるネブライザキットに用いられる吸上経路形成体を示す
斜視図である。
【図２４】実施の形態１０におけるネブライザキットの霧化部およびその近傍を示す断面
図である。
【図２５】実施の形態１１におけるネブライザキットの霧化部およびその近傍を示す斜視
図である。
【図２６】実施の形態１１におけるネブライザキットの吸上経路形成体がケース体（圧縮
空気導入管）に取り付けられる際の様子を示す斜視図である。
【図２７】実施の形態１２におけるネブライザキットの霧化部およびその近傍を示す斜視
図である。
【図２８】図２７におけるＸＸＶＩＩＩ－ＸＸＶＩＩＩ線に沿った矢視断面図である。
【図２９】実施の形態１２におけるネブライザキットの霧化部においてエアロゾルが生成
される際の様子を模式的に示す断面図である。
【図３０】実施の形態１３におけるネブライザキットの霧化部およびその近傍を示す斜視
図である。
【図３１】図３０における矢印ＸＸＸＩ方向からみた平面図である。
【図３２】図３０におけるＸＸＸＩＩ－ＸＸＸＩＩ線に沿った矢視断面図である。
【図３３】実施の形態１４におけるネブライザキットの霧化部およびその近傍を示す斜視
図である。
【図３４】図３３におけるＸＸＸＩＶ－ＸＸＸＩＶ線に沿った矢視断面図である。
【図３５】実施の形態１５におけるネブライザキットの霧化部およびその近傍を示す斜視
図である。
【図３６】図３５におけるＸＸＸＶＩ－ＸＸＸＶＩ線に沿った矢視断面図である。
【図３７】実施の形態１６におけるネブライザキットに用いられる粒子選別部を示す斜視
図である。
【図３８】実施の形態１６におけるネブライザキットに用いられる粒子選別部を示す断面
斜視図である。
【図３９】実施の形態１７におけるネブライザキットに用いられる粒子選別部および流路
形成体の分解された状態を示す斜視図である。
【図４０】図３９におけるＸＬ－ＸＬ線に沿った矢視断面図である。
【図４１】実施の形態１８におけるネブライザキットに用いられる粒子選別部および流路
形成体の分解された状態を示す斜視図である。
【図４２】実施の形態１９におけるネブライザキットに用いられる粒子選別部および流路
形成体の分解された状態を示す斜視図である。
【図４３】実施の形態２０におけるネブライザキットに用いられる粒子選別部および流路
形成体の分解された状態を示す斜視図である。
【図４４】実施の形態２１におけるネブライザキットに用いられる粒子選別部および流路
形成体の分解された状態を示す斜視図である。
【図４５】実施の形態２２におけるネブライザキットを示す斜視図である。
【図４６】実施の形態２２におけるネブライザキットの分解した状態を示す斜視図である
。
【図４７】実施の形態２２におけるネブライザキットに用いられるケース体および吸上経
路形成体を示す断面斜視図である。
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【図４８】実施の形態２２におけるネブライザキットに用いられる流路形成体の上方筒状
部を示す斜視図である。
【図４９】実施の形態２２におけるネブライザキットに用いられる粒子選別部が流路形成
体の上方筒状部に固定される際の様子を示す断面斜視図である。
【図５０】実施の形態２２におけるネブライザキットに用いられる粒子選別部が流路形成
体の下方筒状部に固定される際の様子を示す断面斜視図である。
【図５１】実施の形態２２におけるネブライザキットの動作を示す斜視図である。
【図５２】実施の形態２２におけるネブライザキットに用いられる粒子選別部および流路
形成体を示す第１平面図である。
【図５３】実施の形態２２におけるネブライザキットに用いられる粒子選別部および流路
形成体を示す第２平面図である。
【図５４】実施の形態２２におけるネブライザキットに用いられる粒子選別部および流路
形成体を示す第３平面図である。
【図５５】実施の形態２３におけるネブライザキットに用いられる粒子選別部および流路
形成体の分解した状態を示す斜視図である。
【図５６】実施の形態２３におけるネブライザキットに用いられる粒子選別部を示す断面
斜視図である。
【図５７】実施の形態２４におけるネブライザキットに用いられる粒子選別部および流路
形成体の分解した状態を示す斜視図である。
【図５８】実施の形態２５におけるネブライザキットに用いられる粒子選別部および流路
形成体の分解した状態を示す斜視図である。
【図５９】実施の形態２５におけるネブライザキットに用いられる粒子選別部を示す断面
斜視図である。
【図６０】一般的なネブライザキットを示す断面図である。
【図６１】一般的なネブライザキットにおける霧化部を拡大して示す断面図である。
【図６２】一般的なネブライザキットにおける霧化部をさらに拡大して示す断面図である
。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　本発明に基づいた各実施の形態について、以下、図面を参照しながら説明する。各実施
の形態の説明において、個数、量などに言及する場合、特に記載がある場合を除き、本発
明の範囲は必ずしもその個数、量などに限定されない。各実施の形態の説明において、同
一の部品、相当部品に対しては、同一の参照番号を付し、重複する説明は繰り返さない場
合がある。特に制限が無い限り、各実施の形態に示す構成を適宜組み合わせて用いること
は、当初から予定されていることである。
【００３１】
　［実施の形態１］
　（ネブライザ２０００）
　図１を参照して、本実施の形態におけるネブライザ２０００について説明する。ネブラ
イザ２０００は、本体５１０、チューブ５１２（圧縮空気管部）、ネブライザキット１０
００、およびマウスピース５００を備える。本体５１０は、圧縮空気を送り出すコンプレ
ッサー、および電子部品等を内蔵している。チューブ５１２は、可撓性を有する。チュー
ブ５１２の一端は、本体５１０に設けられた圧縮空気送風口５１１に連結される。チュー
ブ５１２の他端は、ネブライザキット１０００に連結される。
【００３２】
　マウスピース５００は、ネブライザキット１０００のエアロゾル排出口４２０（図２参
照）に取り付けられる。マウスピース５００は、使用者による鼻または口への吸引に供さ
れる。マウスピース５００は、たとえば、図１に示すように管状に形成される。マウスピ
ース５００は、マスク状に形成されてもよい。マウスピース５００は、いわゆるディスポ
ーザブルタイプであり、衛生面の観点から使用後には廃棄される。
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【００３３】
　ネブライザキット１０００が使用される際には、図１に示すように、ネブライザキット
１０００の長手方向が鉛直方向に対して略平行となるように使用者によってネブライザキ
ット１０００が保持される。ネブライザキット１０００における上方および下方とは、こ
の使用状態（ネブライザキット１０００が使用される際の基本姿勢）において、ネブライ
ザキット１０００から見て鉛直方向における上方および鉛直方向の下方にそれぞれ相当し
ている。
【００３４】
　（ネブライザキット１０００）
　図２は、ネブライザキット１０００を示す斜視図である。図３は、ネブライザキット１
０００の分解した状態を示す斜視図である。図４は、ネブライザキット１０００の分解し
た状態を示す断面図である。図５は、図２中におけるＶ－Ｖ線に沿った矢視断面図である
。図２～図５を参照して、ネブライザキット１０００は、ケース体１００、吸上経路形成
体２００（図３～図５参照）、粒子選別部３００（図３～図５参照）、および、流路形成
体４００を備える。
【００３５】
　（ケース体１００）
　図４を主として参照して、ケース体１００は、筒状部１１０、開口部１０２（上方開口
）、圧縮空気導入管１１３、および液体貯留部１１６を含み、全体として有底筒状に構成
される。筒状部１１０は、下方側が液体貯留部１１６によって閉塞され、開口部１０２が
設けられる上方側は開放される。筒状部１１０の開口部１０２の近傍には、嵌合孔部１８
０が設けられる。流路形成体４００がケース体１００に取り付けられた状態においては、
嵌合孔部１８０は、流路形成体４００の嵌合凸部４８０と互いに嵌合する（図２，図３，
図５参照）。
【００３６】
　圧縮空気導入管１１３は、筒状部１１０の中央下方から上方に向かってテーパー状に縮
径するように延在する。圧縮空気導入管１１３の上部先端部１１３ａには、ノズル孔１１
５が設けられる。ノズル孔１１５は、上部先端部１１３ａの先端表面１１３ｓの略中心を
貫通している。
【００３７】
　圧縮空気導入管１１３の下部先端部に、チューブ５１２（図１参照）が取り付けられる
。ネブライザ２０００の本体５１０（図１参照）に内蔵されるコンプレッサーは、圧縮空
気送風口５１１（図１参照）およびチューブ５１２（図１参照）を通して、圧縮空気導入
管１１３の内部に圧縮空気を導入する。圧縮空気導入管１１３の内部に導入された圧縮空
気は、ノズル孔１１５からケース体１００の内部に向かって噴出される。
【００３８】
　液体貯留部１１６は、圧縮空気導入管１１３の下方側において、圧縮空気導入管１１３
の外周面１１３ｂを取り囲むように設けられる。液体貯留部１１６は、水、食塩水、気管
支等の疾患を治癒させるための薬液、または、ワクチンといった液体Ｗを一時的に貯留す
る。
【００３９】
　（吸上経路形成体２００）
　図６は、吸上経路形成体２００を示す第１斜視図であり、斜め上方から見た吸上経路形
成体２００の全体構成を示している。図７は、図６におけるＶＩＩ－ＶＩＩ線に沿った矢
視断面斜視図であり、吸上経路形成体２００を示す第１斜視断面図である。図７は、斜め
上方から見た吸上経路形成体２００の内部構造を示している。図８は、吸上経路形成体２
００を示す第２斜視図であり、斜め下方から見た吸上経路形成体２００の全体構成を示し
ている。図９は、図８におけるＩＸ－ＩＸ線に沿った矢視断面斜視図であり、吸上経路形
成体２００を示す第２断面図である。図９は、斜め下方から見た吸上経路形成体２００の
内部構造を示している。
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【００４０】
　図６～図９を参照して、吸上経路形成体２００は、筒状部２１０、吸上経路形成部２２
０（図７～図９参照）、開口部２３０（図６，図７参照）、開口部２３５（図８，図９参
照）、吸液口２４０、および板状把持部２５０を備える。
【００４１】
　筒状部２１０は、上方に向かってテーパー状に縮径する円筒状に形成される。筒状部２
１０の頂部に、開口部２３０が形成される。筒状部２１０の底部に、開口部２３５が形成
される。筒状部２１０の内周面２１０ａの形状は、ケース体１００（図５参照）に設けら
れる圧縮空気導入管１１３の外周面１１３ｂの形状に対応している。
【００４２】
　筒状部２１０の上端表面２３２上には、半割の円柱状に形成される膨出部２４１が設け
られる。膨出部２４１の端面２４２上には、円柱状に突出する吸液口形成体２４３が設け
られる。吸液口形成体２４３は、端面２４２に対して垂直な方向に突出する。板状把持部
２５０は、筒状部２１０の外表面から筒状部２１０の法線方向外側に向かって延在するよ
うに設けられる。板状把持部２５０は、プレート部２５１および凸部２５２を含む。凸部
２５２は、プレート部２５１の上方においてプレート部２５１と一体的に設けられ、膨出
部２４１の頂部表面の高さ位置よりもさらに上方に向かって突出している。
【００４３】
　吸上経路形成部２２０は、全体として略Ｌ字状に形成される。吸上経路形成部２２０は
、筒状部２１０の内周面２１０ａ上において開口部２３５側から開口部２３０側に向かっ
て略直線状に延在するように凹設されるとともに、膨出部２４１および吸液口形成体２４
３の内部を貫通するように設けられる。
【００４４】
　吸液口形成体２４３を貫通する吸上経路形成部２２０の延在方向における先端は、吸液
口形成体２４３の表面に到達している。吸液口形成体２４３の表面に到達している吸上経
路形成部２２０の先端部分に、吸液口２４０が形成される。吸液口２４０の直径は、たと
えば、０．４５ｍｍ以上０．５ｍｍ以下である。
【００４５】
　図１０は、吸上経路形成体２００がケース体１００の内部に収容および配置された状態
を示す断面斜視図である。図１１は、図１０におけるＸＩ－ＸＩ線に沿った矢視断面図で
ある。
【００４６】
　図１０および図１１に示すように、吸上経路形成体２００は、圧縮空気導入管１１３の
外周面１１３ｂが筒状部２１０によって覆い被されるように、ケース体１００の内部に収
容および配置される。吸上経路形成体２００がケース体１００の内部に収容および配置さ
れた状態では、吸上経路形成体２００の開口部２３０から、圧縮空気導入管１１３の上部
先端部１１３ａが露出している。
【００４７】
　図１１に示すように、ノズル孔１１５および吸液口２４０は、ノズル孔１１５の中心線
と吸液口２４０の中心線とが互いに略直交するように配置される。筒状部２１０の内周面
２１０ａと圧縮空気導入管１１３の外周面１１３ｂとは、筒状部２１０の内周面２１０ａ
に吸上経路形成部２２０が設けられている部分を除いて、互いに略密着している。
【００４８】
　吸上経路形成部２２０と圧縮空気導入管１１３の外周面１１３ｂとの間には、吸上経路
２２１（第１吸上経路）が形成される。吸上経路２２１は、圧縮空気導入管１１３の外周
面１１３ｂに沿って、液体貯留部１１６（図１０参照）側からノズル孔１１５側に向かっ
て上方向に延在する。
【００４９】
　吸上経路２２１の上方側の先端に連続するように、吸上経路２２２（第２吸上経路）が
形成される。本実施の形態においては、吸上経路２２２は吸上経路２２１の先端に対して
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直交する方向に延在する。吸上経路２２２は、圧縮空気導入管１１３の先端側において、
吸上経路２２１の先端からノズル孔１１５側に向かって、ノズル孔１１５の中心軸方向に
対して略直交する方向に延在する。吸上経路２２２の先端部分に、吸液口２４０が形成さ
れる。本実施の形態においては、吸液口２４０は、ノズル孔１１５には重なっておらず、
ノズル孔１１５に対してわずかに後退した位置に配置される。
【００５０】
　（粒子選別部３００）
　図１２は、粒子選別部３００を示す斜視図である。粒子選別部３００は、全体としては
、下方側から上方側に向かって縮径しつつ延在する略筒状に構成される。粒子選別部３０
０は、下方筒状部３１０、上方筒状部３２０、中心軸部３３０、および４つの羽根部３４
０を備える。下方筒状部３１０は、上方筒状部３２０と同軸状に配置される。下方筒状部
３１０の直径は、上方筒状部３２０の直径よりも大きい。
【００５１】
　４枚の羽根部３４０は、上方筒状部３２０の中心に位置する中心軸部３３０と上方筒状
部３２０の内周面との間に設けられる。４枚の羽根部３４０の各々は、互いに略同形状の
板状に形成される。４枚の羽根部３４０の各々は、互いに９０°の間隔を空けて離れるよ
うに配置される。４枚の羽根部３４０の各々は、上方筒状部３２０の下方側から上方筒状
部３２０の上方側に向かって旋回しつつ湾曲する。４枚の羽根部３４０は、全体としてい
わゆるスクリュー状に配置される。４枚の羽根部３４０の各々は、霧化部Ｍとエアロゾル
排出口４２０との間の空間を扇状に遮蔽する。
【００５２】
　図４および図５を再び参照して、粒子選別部３００は、ケース体１００の内部に配置さ
れた吸上経路形成体２００の上方に配置される。粒子選別部３００の下端は、吸上経路形
成体２００の凸部２５２の上端に当接する。粒子選別部３００の上方筒状部３２０は、次
述する流路形成体４００の中央筒状部４１２の内側に固定される（図５参照）。
【００５３】
　ケース体１００に対して流路形成体４００が固定されることによって、粒子選別部３０
０が位置決めされる。位置決めされた粒子選別部３００の下端と吸上経路形成体２００の
凸部２５２の上端とが互いに当接することによって、吸上経路形成体２００はケース体１
００に対して固定される。当該固定によって、吸上経路形成体２００のケース体１００に
対する上下方向の移動は規制される。
【００５４】
　（流路形成体４００）
　図３～図５を再び参照して、流路形成体４００は、ケース体１００の開口部１０２を覆
うようにケース体１００に取り付けられる。流路形成体４００は、下方筒状部４１０、中
央筒状部４１２、上方筒状部４１４、エアロゾル排出口４２０、外気導入口４３０、およ
び嵌合凸部４８０を備える。
【００５５】
　下方筒状部４１０、中央筒状部４１２、および上方筒状部４１４は、互いに同軸状に配
置される。中央筒状部４１２の直径は、上方筒状部４１４の直径よりも大きい。下方筒状
部４１０の直径は、中央筒状部４１２の直径よりも大きい。流路形成体４００は、全体と
しては、下方側から上方側に向かって縮径しつつ延在する略筒状に構成される。
【００５６】
　エアロゾル排出口４２０は、上方筒状部４１４の内側に形成される。外気導入口４３０
は、下方筒状部４１０と中央筒状部４１２とが互いに接続される部分に設けられる（図３
参照）。嵌合凸部４８０は、下方筒状部４１０の下端近傍に設けられる。上述のとおり、
流路形成体４００がケース体１００に取り付けられた状態においては、嵌合凸部４８０は
、ケース体１００の嵌合孔部１８０と互いに嵌合する（図２，図３，図５参照）。粒子選
別部３００の上方筒状部３２０は、中央筒状部４１２の内側に固定される（図５参照）。
【００５７】
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　（ネブライザキット１０００の動作）
　図１３および図１４を参照して、ネブライザキット１０００の動作について説明する。
図１３は、ネブライザキット１０００（図２等参照）によってエアロゾルが形成される際
の霧化部Ｍおよびその近傍を示す断面図である。図１４は、ネブライザキット１０００に
よってエアロゾルが形成される際のネブライザキット１０００の全体の様子を示す断面図
である。
【００５８】
　図１３に示すように、霧化部Ｍは、圧縮空気導入管１１３に設けられたノズル孔１１５
の出口領域Ｒ１１５（圧縮空気導入管１１３に設けられたノズル孔１１５の中心軸と吸上
経路形成体２００に設けられた吸液口２４０の中心軸とが交差する領域）およびその近傍
に形成される。
【００５９】
　圧縮空気導入管１１３の内部に導入された圧縮空気は、上部先端部１１３ａに設けられ
たノズル孔１１５を通して噴き出される（矢印ＡＲ１１３参照）。圧縮空気がノズル孔１
１５から出口領域Ｒ１１５に向かって噴き出されることによって、霧化部Ｍおよびその近
傍には、周囲の圧力よりも低い状態である負圧が発生する。
【００６０】
　霧化部Ｍおよびその近傍において発生する負圧の作用によって、液体貯留部１１６（図
１４参照）から霧化部Ｍの近傍にまで、吸上経路２２１および吸上経路２２２を通して液
体Ｗ（図１４参照）が吸い上げられる（図１３中の矢印ＡＲ２２０参照）。液体Ｗは、吸
液口２４０から霧化部Ｍ側に向かって徐々に吐出される。吸液口２４０から吐出された少
量の液体Ｗは、霧化部Ｍにおいて矢印ＡＲ１１３方向に流れる圧縮空気との衝突によって
粉砕され、霧状粒子（微細な液滴）（図示せず）に変化する。
【００６１】
　図１４を参照して、この霧状粒子は、外気導入口４３０を通してケース体１００の内部
に導入された外気（矢印ＡＲ４３０参照）に付加される。霧化部Ｍにおいて、エアロゾル
が生成される。エアロゾルは、粒子選別部３００の内部を通してエアロゾル排出口４２０
に向かって移動する。
【００６２】
　本実施の形態においては、霧化部Ｍとエアロゾル排出口４２０との間に、粒子選別部３
００の羽根部３４０が配置されている。霧化部Ｍからエアロゾル排出口４２０に向かって
移動するエアロゾルのうち粒子径の大きなものは（たとえば１０μｍ以上）、羽根部３４
０の表面に付着する。羽根部３４０によって選別された所望の粒子径（たとえば２μｍ以
上１０μｍ未満）を有するエアロゾルは、エアロゾル排出口４２０を通して外部に排出さ
れる。エアロゾルは、マウスピース５００（図１参照）を通して、使用者の鼻または口に
吸引される。
【００６３】
　（作用・効果）
　ネブライザキット１０００においてエアロゾルが生成される際、ノズル孔１１５から噴
き出された圧縮空気は、そのまま直線状に流れつつ（図１３，図１４における矢印ＡＲ１
１３参照）、吸液口２４０から吐出された液体Ｗに接触する。ノズル孔１１５から噴き出
された圧縮空気は、冒頭に説明したネブライザキット１０００Ｚ（図６０～図６２参照）
とは異なり、他の部材に接触したり、大きく旋回したりすることなく、エアロゾルの生成
に供される。圧縮空気導入管１１３に導入される圧縮空気としては、エアロゾルを生成す
る際に、圧力を損失することがほとんどない。
【００６４】
　ネブライザキット１０００およびネブライザキット１０００Ｚにおいて同一の噴霧量を
有するエアロゾルを生成する場合、ネブライザキット１０００においては、ネブライザキ
ット１０００Ｚに比べて小さな流量を有する圧縮空気が準備されればよい。ネブライザキ
ット１０００においては、エアロゾルを生成する上での圧縮空気の利用効率が高いため、
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ネブライザキット１０００Ｚに比べて容量（流量）が小さく、且つ、大きさも小さいコン
プレッサーを用いることができる。したがって、ネブライザキット１０００は、安価に製
造されることができるだけでなく、エアロゾルの生成に必要な消費エネルギーの量も小さ
くすることが可能となる。
【００６５】
　ネブライザキット１０００においては、個々の部品を分解することによって個々の部品
を容易に洗浄することも可能である。ネブライザキット１０００においては、吸上経路形
成体２００に板状把持部２５０が設けられる。洗浄の際、板状把持部２５０を利用するこ
とによって、吸上経路形成体２００が紛失することも防止される。
【００６６】
　吸上経路形成体２００においては、吸上経路２２２が延在している方向および吸液口２
４０の設けられている位置が、板状把持部２５０が延在している方向に対して反対側であ
る。霧化部Ｍにおいて生成されたエアロゾルの噴霧は、板状把持部２５０によって阻害さ
れることもない。
【００６７】
　ネブライザキット１０００においては、粒子選別部３００の下端は、吸上経路形成体２
００の凸部２５２の上端に当接する（図５参照）。吸上経路形成体２００は、ケース体１
００に対する上下方向の移動が固定される（位置決めされる）。吸上経路形成体２００が
ノズル孔１１５から噴き出された圧縮空気によって押し上げられてしまうことは、確実に
防止される。エアロゾルは、霧化部Ｍにおいて連続的に生成されることが可能となる。
【００６８】
　ネブライザキット１０００においては、吸上経路形成体２００がケース体１００に対し
て回転方向には固定されておらず、吸上経路形成体２００がケース体１００に対して圧縮
空気導入管１１３の周りで自由に回転可能となるように構成されてもよい。この場合、ネ
ブライザキット１０００が傾けられた場合、吸上経路形成体２００は、板状把持部２５０
の自重にしたがって、板状把持部２５０が重力方向の最下方に位置するように回転する。
吸上経路２２１の下端は、常に液体貯留部１１６内に貯留された液体Ｗの内部に浸漬され
ることが可能となる。ネブライザキット１０００が傾けられた場合であっても、吸上経路
２２１は、継続的に液体Ｗを吸い上げることが可能となる。
【００６９】
　上述のとおり、粒子選別部３００は、流路形成体４００（中央筒状部４１２）に固定さ
れる。流路形成体４００をケース体１００から取り外した際、粒子選別部３００も流路形
成体４００と合わせて取り外される。ネブライザキット１０００における粒子選別部３０
０および流路形成体４００は、分解および洗浄の際における利便性が高い。
【００７０】
　粒子選別部３００においては、羽根部３４０が上方筒状部３２０の内側に設けられる。
羽根部３４０は、粒子選別部３００の長手方向における一方寄り（端部）に位置している
。羽根部３４０は、容易に洗浄されることができる。また、粒子選別部３００は、下方筒
状部３１０から上方筒状部３２０に向かうにつれて縮径している。粒子選別部３００は、
効果的に粒子を選別することができる。粒子選別部３００は、エアロゾルの粒子を粒径に
応じて選別することを主な目的としているが、粒子選別部３００を用いなくても必要な粒
径を有する粒子が得られる場合もある。この場合、粒子選別部３００が取り外された状態
で、ネブライザキット１０００が使用されるとよい。たとえば、１５μｍの粒径を有する
粒子（エアロゾル）が必要とされる場合に、霧化部Ｍにおいて１５μｍの粒径を有する粒
子（エアロゾル）が生成される場合には、粒子選別部３００が取り外された状態でネブラ
イザキット１０００が使用されるとよい。
【００７１】
　［実施の形態２］
　図１５を参照して、本実施の形態について説明する。本実施の形態におけるネブライザ
キットは、上述の実施の形態１における吸上経路形成体２００（図１３等参照）の代わり
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に、吸上経路形成体２００Ａを備える。
【００７２】
　上述のとおり、吸上経路形成体２００（図１３等参照）における吸液口２４０は、ノズ
ル孔１１５には重なっておらず、ノズル孔１１５に対してわずかに後退した位置に配置さ
れる。一方、吸上経路形成体２００Ａにおいては、吸液口２４０からノズル孔１１５を見
た場合に、ノズル孔１１５の開口領域上に吸液口２４０が位置している。
【００７３】
　吸液口２４０の位置は、吸上経路形成体２００（図１３等参照）に比べて、吸上経路形
成体２００Ａの方がノズル孔１１５に近い。吸上経路形成体２００（図１３等参照）に比
べて、吸上経路形成体２００Ａの方が、霧化部Ｍにおいて負圧が発生しやすい。したがっ
て、吸上経路形成体２００（図１３等参照）に比べて、吸上経路形成体２００Ａの方が、
圧縮空気導入管１１３に導入される圧縮空気の風量を少なくすることが可能となる。
【００７４】
　ノズル孔１１５が円形に形成される場合（換言すると、ノズル孔１１５が円柱状の空間
から形成される場合）、ノズル孔１１５の中心線１１５ｃが、吸液口２４０を含む面状に
位置していてもよい。この場合、吸液口形成体２４３の先端部２４３Ｔとノズル孔１１５
の中心線１１５ｃとが同一平面上に位置する。
【００７５】
　吸液口２４０のノズル孔１１５に対する位置（吸液口２４０とノズル孔１１５との間の
距離）は、霧化部Ｍにおいてエアロゾルがより効率的に生成されるように、圧縮空気導入
管１１３に導入される圧縮空気の風量等に応じて最適化されるとよい。実験結果によれば
、圧縮空気の量が比較的大きい場合、ノズル孔１１５が半分より多く露出している方が、
より多くのエアロゾルが噴霧される。一方、圧縮空気の量が比較的小さい場合、ノズル孔
１１５がちょうど半分くらい露出している方が、より多くのエアロゾルが噴霧される。
【００７６】
　［実施の形態３］
　図１６を参照して、本実施の形態について説明する。本実施の形態におけるネブライザ
キットは、上述の実施の形態２における吸上経路形成体２００Ａ（図１５等参照）の代わ
りに、吸上経路形成体２００Ｂを備える。
【００７７】
　吸上経路形成体２００Ｂにおいては、吸上経路２２１と吸上経路２２２とが交差する領
域（交差領域）に、吸上経路２２２よりも流路断面積が大きい液溜まり部２６０が設けら
れる。
【００７８】
　負圧の作用によって吸上げられた液体Ｗは、吸上経路２２１を通過した後、液溜まり部
２６０に到達する。液体Ｗは、液溜まり部２６０において一旦溜められた後、吸上経路２
２２を通して吸液口２４０から吐出される。液溜まり部２６０が設けられることによって
、液体Ｗは、途切れることなく連続的に安定して吸液口２４０から吐出されることが可能
となる。
【００７９】
　［実施の形態４］
　図１７を参照して、本実施の形態について説明する。本実施の形態におけるネブライザ
キットは、上述の実施の形態１における吸上経路形成体２００（図１０等参照）の代わり
に、吸上経路形成体２００Ｃを備える。
【００８０】
　吸上経路形成体２００Ｃにおいては、吸液口２４０が、長円形状に形成される。吸液口
２４０は、圧縮空気導入管１１３の先端表面１１３ｓに対して平行な方向（横方向）に延
在する開口形状である。吸液口２４０の開口形状は、ノズル孔１１５の中心軸に対して直
角に交差するように形成されていてもよい。
【００８１】
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　負圧の作用によって吸上げられた液体Ｗは、吸液口２４０から吐出される。吸液口２４
０から吐出される液体Ｗは、横方向に広がることによって薄い液膜を形成した状態で、ノ
ズル孔１１５から噴き出される圧縮空気に接触する。
【００８２】
　ノズル孔１１５から噴き出される圧縮空気には、液膜状となった微量の液体Ｗが徐々に
接触する。液体Ｗは、ノズル孔１１５から噴き出される圧縮空気によって粉砕されやすく
なるため、噴霧効率の向上が図れる。
【００８３】
　［実施の形態５］
　図１８を参照して、本実施の形態について説明する。本実施の形態におけるネブライザ
キットは、上述の実施の形態１における吸上経路形成体２００（図１０等参照）の代わり
に、吸上経路形成体２００Ｄを備える。
【００８４】
　吸上経路形成体２００Ｄにおいては、吸液口２４０が、複数設けられる。複数の吸液口
２４０は、圧縮空気導入管１１３の先端表面１１３ｓに対して平行な方向（横方向）に並
ぶように配列されている。複数の吸液口２４０は、ノズル孔１１５の中心軸に対して直角
に交差するように配列されていてもよい。
【００８５】
　負圧の作用によって吸上げられた液体Ｗは、複数の吸液口２４０の各々から吐出される
。１つ１つの吸液口２４０から吐出される液体Ｗの量は、上述の実施の形態１における吸
上経路形成体２００の場合よりも少なくなる。１つ１つの吸液口２４０から吐出された微
量の液体Ｗは、ノズル孔１１５から噴き出される圧縮空気に接触する。
【００８６】
　ノズル孔１１５から噴き出される圧縮空気には、１つ１つの吸液口２４０から吐出され
た微量の液体Ｗが徐々に接触する。液体Ｗは、ノズル孔１１５から噴き出される圧縮空気
によって粉砕されやすくなるため、噴霧効率の向上が図れる。
【００８７】
　［実施の形態６］
　図１９を参照して、本実施の形態について説明する。本実施の形態におけるネブライザ
キットは、上述の実施の形態１における吸上経路形成体２００（図１０等参照）の代わり
に、吸上経路形成体２００Ｅを備える。
【００８８】
　吸上経路形成体２００Ｅにおいては、吸液口２４０が、Ｗ字状に形成される。負圧の作
用によって吸上げられた液体Ｗは、吸液口２４０の下端の狭い部分から徐々に吐出される
。吸液口２４０から吐出される液体Ｗの量は、上述の実施の形態１における吸上経路形成
体２００の場合よりも少なくなる。吸液口２４０から吐出された微量の液体Ｗは、ノズル
孔１１５から噴き出される圧縮空気に接触する。
【００８９】
　ノズル孔１１５から噴き出される圧縮空気には、吸液口２４０から吐出された微量の液
体Ｗが徐々に接触する。液体Ｗは、ノズル孔１１５から噴き出される圧縮空気によって粉
砕されやすくなるため、噴霧効率の向上が図れる。吸液口２４０がＶ字状に形成されたり
、Ｍ字状に形成されたりする場合にも、本実施の形態と同様の作用および効果を得ること
ができる。
【００９０】
　［実施の形態７］
　図２０を参照して、本実施の形態について説明する。本実施の形態におけるネブライザ
キットは、上述の実施の形態３におけるケース体１００（図１６等参照）の代わりに、ケ
ース体１００Ａを備える。以下に述べるケース体１００Ａの構成は、上述の実施の形態１
（図１０参照）、実施の形態２（図１５参照）、実施の形態４（図１７参照）、実施の形
態５（図１８参照）、および実施の形態６（図１９参照）にも適用されることができる。
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【００９１】
　ケース体１００Ａにおいては、円筒形状の内周面によって規定されるノズル孔１１５が
、外側に向かって拡径するテーパー面から構成される。ノズル孔１１５の直径は、圧縮空
気の通流方向に沿って徐々に大きくなる。圧縮空気導入管１１３に導入された圧縮空気が
ノズル孔１１５を通過する際、圧縮空気の圧力の損失が低減される。エアロゾルを生成す
る上での圧縮空気の利用効率が高くなるため、容量（流量）がより小さく、且つ、大きさ
もより小さいコンプレッサーを用いることが可能となる。
【００９２】
　［実施の形態８］
　図２１を参照して、本実施の形態について説明する。本実施の形態におけるネブライザ
キットは、上述の実施の形態１におけるケース体１００（図１０等参照）の代わりに、ケ
ース体１００Ｂを備える。以下に述べるケース体１００Ｂの構成は、上述の実施の形態２
（図１５参照）、実施の形態３（図１６参照）、実施の形態４（図１７参照）、実施の形
態５（図１８参照）、および実施の形態６（図１９参照）にも適用されることができる。
【００９３】
　ケース体１００Ｂにおいては、ノズル孔１１５が、長円形状に形成される。ノズル孔１
１５は、吸液口２４０（図１１における吸上経路２２２）の中心軸方向に対して直交する
方向（横方向）に延在する開口形状である。圧縮空気は、横方向に広がることによって板
状（直方体状）にノズル孔１１５から噴き出される。
【００９４】
　負圧の作用によって吸上げられた液体Ｗは、吸液口２４０から吐出される。吸液口２４
０から吐出される液体Ｗは、略直方体状に噴き出される圧縮空気に接触する。液体Ｗは、
広範にわたって圧縮空気に接触する。液体Ｗは、ノズル孔１１５から噴き出される圧縮空
気によって粉砕されやすくなるため、噴霧効率の向上が図れる。
【００９５】
　［実施の形態９］
　図２２を参照して、本実施の形態について説明する。本実施の形態におけるネブライザ
キットは、上述の実施の形態１におけるケース体１００（図１０等参照）の代わりに、ケ
ース体１００Ｃを備える。以下に述べるケース体１００Ｃの構成は、上述の実施の形態２
（図１５参照）、実施の形態３（図１６参照）、実施の形態４（図１７参照）、実施の形
態５（図１８参照）、および実施の形態６（図１９参照）にも適用されることができる。
【００９６】
　ケース体１００Ｃにおいては、ノズル孔１１５が、複数設けられる。複数のノズル孔１
１５は、吸液口２４０（図１１における吸上経路２２２）の中心軸方向に対して直交する
方向（横方向）に並ぶように配列されている。
【００９７】
　負圧の作用によって吸上げられた液体Ｗは、吸液口２４０から吐出される。吸液口２４
０から吐出される液体Ｗは、複数のノズル孔１１５の各々から噴き出される圧縮空気に接
触する。液体Ｗは、広範にわたって圧縮空気に接触する。液体Ｗは、ノズル孔１１５から
噴き出される圧縮空気によって粉砕されやすくなるため、噴霧効率の向上が図れる。
【００９８】
　［実施の形態１０］
　図２３および図２４を参照して、本実施の形態について説明する。本実施の形態におけ
るネブライザキットは、上述の実施の形態１における吸上経路形成体２００（図６，図７
等参照）の代わりに、吸上経路形成体２００Ｆを備える。以下に述べる吸上経路形成体２
００Ｆの構成は、上述の実施の形態２（図１５参照）、実施の形態３（図１６参照）、実
施の形態４（図１７参照）、実施の形態５（図１８参照）、実施の形態６（図１９参照）
、実施の形態７（図２０参照）、実施の形態８（図２１参照）、および実施の形態９（図
２２参照）にも適用されることができる。
【００９９】
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　上述の実施の形態１の吸上経路形成体２００（図６，図７等参照）における吸上経路形
成部２２０は、筒状部２１０の内周面２１０ａ上において開口部２３５側から開口部２３
０側に向かって略直線状に延在するように凹設されるとともに、膨出部２４１および吸液
口形成体２４３の内部を貫通するように設けられる。
【０１００】
　図２３および図２４に示すように、本実施の形態の吸上経路形成体２００Ｆにおける吸
上経路形成部２２０は、全体として溝状に凹設されており、吸液口形成体２４３を貫通す
るようには構成されない。吸液口形成体２４３は、Ｕ字状に形成される。
【０１０１】
　吸上経路形成体２００Ｆも、圧縮空気導入管１１３の外周面１１３ｂが筒状部２１０に
よって覆い被されるように、ケース体１００の内部に収容および配置される。吸上経路２
２１は、圧縮空気導入管１１３の外周面１１３ｂに沿って形成される。吸上経路２２２は
、圧縮空気導入管１１３の先端表面１１３ｓに沿うように形成される。吸上経路形成体２
００Ｆによっても、上述の実施の形態１と同様の作用および効果を得ることができる。
【０１０２】
　［実施の形態１１］
　図２５および図２６を参照して、本実施の形態について説明する。本実施の形態におけ
るネブライザキットは、上述の実施の形態１における吸上経路形成体２００（図６，図７
等参照）の代わりに吸上経路形成体２００Ｇを備え、上述の実施の形態１におけるケース
体１００（図１０等参照）の代わりにケース体１００Ｄを備える。
【０１０３】
　吸上経路形成体２００Ｇにおいては、上述の実施の形態１０の吸上経路形成体２００Ｆ
（図２３，図２４参照）と同様に、吸上経路形成部２２０（図２６参照）は、全体として
溝状に凹設されており、吸液口形成体２４３を貫通するようには構成されない。吸液口形
成体２４３は、Ｕ字状に形成される。
【０１０４】
　ケース体１００Ｄにおいては、上部先端部１１３ａの先端表面１１３ｓに、凹部１４４
を有する台座１４３が設けられる。図２６中の矢印に示すように、吸上経路形成体２００
Ｇは、ケース体１００Ｄ（圧縮空気導入管１１３）に取り付けられる。台座１４３は、吸
液口形成体２４３の内側２４４に嵌め込まれる。台座１４３の凹部１４４と吸液口形成体
２４３の内側２４４とによって、吸液口２４０（図２５参照）が形成される。吸上経路形
成体２００Ｇおよびケース体１００Ｄによっても、上述の実施の形態１と同様の作用およ
び効果を得ることができる。
【０１０５】
　［実施の形態１２］
　図２７～図２９を参照して、本実施の形態について説明する。図２７は、本実施の形態
におけるネブライザキットの霧化部およびその近傍を示す斜視図である。図２８は、図２
７におけるＸＸＶＩＩＩ－ＸＸＶＩＩＩ線に沿った矢視断面図である。図２９は、本実施
の形態におけるネブライザキットの霧化部においてエアロゾルが生成される際の様子を模
式的に示す断面図である。
【０１０６】
　本実施の形態におけるネブライザキットは、上述の実施の形態１における吸上経路形成
体２００（図６，図７等参照）の代わりに、吸上経路形成体２００Ｈを備える。以下に述
べる吸上経路形成体２００Ｈの構成は、上述の実施の形態２（図１５参照）、実施の形態
３（図１６参照）、実施の形態４（図１７参照）、実施の形態５（図１８参照）、実施の
形態６（図１９参照）、実施の形態７（図２０参照）、実施の形態８（図２１参照）、お
よび実施の形態９（図２２参照）にも適用されることができる。
【０１０７】
　図２７および図２８に示すように、吸上経路形成体２００Ｈにおいては、膨出部２４１
の端面２４２から突出するように設けられる吸液口形成体２４３の先端面が、傾斜してい
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る。吸液口２４０の上方には、上方に向かうにしたがって、吸上経路２２１側に向かうよ
うに傾斜する上部傾斜面領域２７０が設けられる。上部傾斜面領域２７０のノズル孔１１
５の中心軸に対する傾斜角度αは、たとえば２０°以上４５°以下に設定される。噴霧効
率をより向上させるという観点からは、傾斜角度αは、３５°に設定される。
【０１０８】
　図２８に示すように、吸液口形成体２４３の先端部２４３Ｔは、ノズル孔１１５の内周
端面に沿うように（ノズル孔１１５の外縁に接するように）配置される。図１５を参照し
て上述した場合と同様（実施の形態２）に、先端部２４３Ｔは、ノズル孔１１５の中心線
（図１５における中心線１１５ｃ）と一致するように配置されてもよい。
【０１０９】
　図２７および図２８に示すように、膨出部２４１の端面２４２には、２つの膨出部２４
６が設けられる。膨出部２４６は、上部先端部１１３ａの両外側から上部先端部１１３ａ
を挟み込むように配置される。図２８に示すように、本実施の形態においては、膨出部２
４６の先端面と、吸液口形成体２４３の先端部２４３Ｔとは、同一平面上に位置している
。
【０１１０】
　（作用・効果）
　図２９を参照して、吸上経路形成体２００Ｈによれば、吸液口２４０の上方に上部傾斜
面領域２７０が設けられる。吸液口２４０および上部傾斜面領域２７０は、ノズル孔１１
５から噴出された圧縮空気の進行経路（矢印ＡＲ１１３参照）に対して徐々に遠ざかるよ
うに傾斜している。吸液口２４０が傾斜して形成されるため（換言すると、吸液口２４０
が上方に向かうにつれてノズル孔１１５から次第に離れるように形成されるため）、この
ような吸液口２４０の傾斜の程度を増減することによって、液体Ｗの供給量を調節するこ
とが可能となる。たとえば、吸液口２４０の傾斜の程度を大きくする（傾斜角度αの値を
大きくする）ことによって、液体Ｗの供給量を減らして最適な値にすることができる。吸
液口２４０の傾斜の程度を最適化することによって、ノズル孔１１５から噴き出される圧
縮空気のエネルギーができるだけ多くの割合で液体Ｗの粉砕に使用されるようにすること
ができる。また、吸液口２４０が傾斜して形成されるため、ノズル孔１１５から噴出され
た圧縮空気が、吸液口２４０内に入り込むことも確実に抑制される。したがって、吸上経
路形成体２００Ｈによれば、液体Ｗを微粒化する上でのエネルギー使用効率をより一層向
上させることが可能となる。
【０１１１】
　本実施の形態においては、吸液口２４０の下方にも傾斜面２７２が設けられる。上部傾
斜面領域２７０、吸液口２４０、および傾斜面２７２は、ノズル孔１１５に向かって同一
方向に傾斜している。吸液口２４０から吐出された液体Ｗは、液滴Ｗ１となって傾斜面２
７２上を滑り落ちる（矢印ＡＲ２７２参照）。液滴Ｗ１は、滑り落ちる方向の前方側の部
分から徐々にノズル孔１１５の上方領域に移動し、その後、圧縮空気に接触する。圧縮空
気との接触によって、液滴Ｗ１は、滑り落ちる方向の前方側の部分から粉砕される。
【０１１２】
　吸液口２４０の下方に傾斜面２７２が設けられることによって、ノズル孔１１５から噴
き出される圧縮空気には、微量の液滴Ｗ１が継続的に供給される。液体Ｗ（液滴Ｗ１）は
、ノズル孔１１５から噴き出される圧縮空気によって粉砕されやすくなるため、噴霧効率
の向上が図れる。
【０１１３】
　液滴Ｗ１の大きさを小さくするために、傾斜面２７２（吸上経路形成体２００のうち吸
液口２４０とノズル孔１１５との間に位置する領域）は、吸上経路形成体２００Ｈの傾斜
面２７２が設けられる以外の領域よりも親水性に富んでいるとよい。液滴Ｗ１の大きさが
小さくなることによって、液滴Ｗ１が粉砕された際、より小さな粒子を得ることが可能と
なる。傾斜面２７２の親水性を上げるためには、傾斜面２７２に親水性に富む液体を塗布
したり、傾斜面２７２に微細な凹凸加工を施したりするとよい。
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【０１１４】
　吸液口２４０の上方に上部傾斜面領域２７０が設けられることによって、液滴Ｗ１が粉
砕されることによって生成されたエアロゾルＷ２の拡散に供されるための空間も大きい。
より広い空間（霧化部Ｍ）において、エアロゾルＷ２は生成されることが可能となる。
【０１１５】
　上部傾斜面領域２７０のノズル孔１１５の中心軸に対する傾斜角度αは、霧化部Ｍにお
いてエアロゾルがより効率的に生成されるように、圧縮空気導入管１１３に導入される圧
縮空気の風量等に応じて最適化されるとよい。
【０１１６】
　［実施の形態１３］
　図３０～図３２を参照して、本実施の形態について説明する。図３０は、本実施の形態
におけるネブライザキットの霧化部およびその近傍を示す斜視図である。図３１は、図３
０における矢印ＸＸＸＩ方向からみたケース体１００などを示す平面図である。図３２は
、図３０におけるＸＸＸＩＩ－ＸＸＸＩＩ線に沿った矢視断面図である。
【０１１７】
　本実施の形態におけるネブライザキットは、上述の実施の形態１２における吸上経路形
成体２００Ｈ（図２７等参照）の代わりに、吸上経路形成体２００Ｊを備える。以下に述
べる吸上経路形成体２００Ｊの構成は、上述の実施の形態１（図１０参照）、実施の形態
２（図１５参照）、実施の形態３（図１６参照）、実施の形態４（図１７参照）、実施の
形態５（図１８参照）、実施の形態６（図１９参照）、実施の形態７（図２０参照）、実
施の形態８（図２１参照）、および実施の形態９（図２２参照）にも適用されることがで
きる。
【０１１８】
　図３０に示すように、吸上経路形成体２００Ｊにおいては、吸液口２４０の下方に、下
方に向かうにしたがって、吸上経路２２１（図３２参照）側に向かうように傾斜する下部
傾斜面領域２８０が設けられる。下部傾斜面領域２８０の下端部は、ノズル孔１１５の外
縁に接するように配置される。
【０１１９】
　図３１および図３２に示すように、吸液口形成体２４３の先端部２４３Ｔは、上部傾斜
面領域２７０および下部傾斜面領域２８０（図３２参照）が交差する部分に位置する。下
部傾斜面領域２８０と吸液口２４０との間に、上述の実施の形態１２における傾斜面２７
２（図２９参照）がさらに設けられてもよい。吸液口２４０からノズル孔１１５を見た場
合に、吸液口形成体２４３の先端部２４３Ｔは、ノズル孔１１５の中心に位置している。
【０１２０】
　吸上経路形成体２００Ｊによれば、ノズル孔１１５から噴き出された圧縮空気は、下部
傾斜面領域２８０に沿って進行方向を徐々に変更し、吸液口２４０から遠ざかる方向に広
がる。ノズル孔１１５から噴出された圧縮空気が、吸液口２４０内に入り込むことは確実
に抑制される。したがって、吸上経路形成体２００Ｊによれば、エアロゾルを生成する際
、圧縮空気の利用効率が高い。
【０１２１】
　［実施の形態１４］
　図３３および図３４を参照して、本実施の形態について説明する。図３３は、本実施の
形態におけるネブライザキットの霧化部およびその近傍を示す斜視図である。図３４は、
図３３におけるＸＸＸＩＶ－ＸＸＸＩＶ線に沿った矢視断面図である。
【０１２２】
　本実施の形態におけるネブライザキットは、上述の実施の形態１３における吸上経路形
成体２００Ｊ（図３０等参照）の代わりに、吸上経路形成体２００Ｋを備える。以下に述
べる吸上経路形成体２００Ｋの構成は、上述の実施の形態１（図１０参照）、実施の形態
２（図１５参照）、実施の形態３（図１６参照）、実施の形態４（図１７参照）、実施の
形態５（図１８参照）、実施の形態６（図１９参照）、実施の形態７（図２０参照）、実
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施の形態８（図２１参照）、および実施の形態９（図２２参照）にも適用されることがで
きる。
【０１２３】
　図３３および図３４に示すように、吸上経路形成体２００Ｋにおいては、上部傾斜面領
域２７０の表面に凸部２７４が設けられる。凸部２７４は、直方体状である。凸部２７４
の上部傾斜面領域２７０からの突出寸法は、約０．２ｍｍである。凸部２７４は、半円球
状であってもよい。吸上経路形成体２００Ｋによれば、上部傾斜面領域２７０に凸部２７
４が設けられることによって、霧化部Ｍおよびその近傍に発生する負圧の値を高めること
が可能となる（換言すると、霧化部Ｍおよびその近傍の圧力は、周囲の圧力に比べて一層
低い状態になる）。これにより、エアロゾルの噴霧量を増大させることができる。上述の
実施の形態１２においては、上部傾斜面領域２７０のノズル孔１１５の中心軸に対する傾
斜角度α（図２８参照）は、たとえば２０°以上４５°以下に設定されると説明した。こ
れに対して、傾斜角度αが４５°より大きい場合（５０°や６０°など）であっても、凸
部２７４が設けられることによって、凸部２７４が設けられない場合には負圧不足で吸液
困難であったものを、吸液可能にすることができる。また、傾斜角度αが４５°以下に設
定される場合であっても、凸部２７４を設けることによってエアロゾルの噴霧量を増大さ
せることが可能となる（コンプレッサーの能力が低い場合に有効である）。
【０１２４】
　［実施の形態１５］
　図３５および図３６を参照して、本実施の形態について説明する。図３５は、本実施の
形態におけるネブライザキットの霧化部およびその近傍を示す斜視図である。図３６は、
図３５におけるＸＸＸＶＩ－ＸＸＸＶＩ線に沿った矢視断面図である。
【０１２５】
　本実施の形態におけるネブライザキットは、上述の実施の形態１３における吸上経路形
成体２００Ｊ（図３０等参照）の代わりに、吸上経路形成体２００Ｌを備える。以下に述
べる吸上経路形成体２００Ｌの構成は、上述の実施の形態１（図１０参照）、実施の形態
２（図１５参照）、実施の形態３（図１６参照）、実施の形態４（図１７参照）、実施の
形態５（図１８参照）、実施の形態６（図１９参照）、実施の形態７（図２０参照）、実
施の形態８（図２１参照）、および実施の形態９（図２２参照）にも適用されることがで
きる。
【０１２６】
　図３５および図３６に示すように、吸上経路形成体２００Ｌにおいては、吸液口形成体
２４３の先端面が、凸面状に湾曲するように形成される。上部傾斜面領域２７０は、凸面
状に湾曲するとともに、下部傾斜面領域２８０も、凸面状に湾曲する。
【０１２７】
　上部傾斜面領域２７０および下部傾斜面領域２８０が凸面状に形成されることによって
、吸液口２４０から吐出された液体Ｗが広範囲にわたって広がりやすくなるとともに、液
膜を形成し易くなる。液膜を形成した液体Ｗは、ノズル孔１１５から噴き出される圧縮空
気によって粉砕されやすくなるため、噴霧効率の向上が図れる。
【０１２８】
　［実施の形態１６］
　図３７および図３８を参照して、本実施の形態について説明する。本実施の形態におけ
るネブライザキットは、上述の実施の形態１における粒子選別部３００（図３等参照）の
代わりに、粒子選別部３００Ａを備える。以下に述べる粒子選別部３００Ａの構成は、上
述の実施の形態２～１５にも適用されることができる。
【０１２９】
　上述の実施の形態１における粒子選別部３００は、４枚の羽根部３４０の各々が、霧化
部Ｍ（図１４等参照）とエアロゾル排出口４２０（図１４等参照）との間の空間を扇状に
遮蔽する。本実施の形態における粒子選別部３００Ａは、複数の羽根部３４０Ａを有する
。複数の羽根部３４０Ａは、棒状に形成されるとともに、下方筒状部３１０側から上方筒
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状部３２０側に向かって断面視略三角形状に配置される。複数の羽根部３４０Ａは、互い
に対して平行な位置関係にある（図３８参照）。複数の羽根部３４０Ａの各々は、霧化部
Ｍとエアロゾル排出口４２０との間の空間を線状に遮蔽する。
【０１３０】
　粒子選別部３００Ａが用いられる場合であっても、霧化部Ｍからエアロゾル排出口４２
０に向かって移動するエアロゾルのうち粒子径の大きなものは（たとえば１０μｍ以上）
、羽根部３４０Ａの表面に付着する。羽根部３４０Ａによって選別された所望の粒子径（
たとえば２μｍ以上１０μｍ未満）を有するエアロゾルは、エアロゾル排出口４２０（図
３等参照）を通して外部に排出される。エアロゾルは、マウスピース５００（図１参照）
を通して、使用者の鼻または口に吸引される。
【０１３１】
　［実施の形態１７］
　図３９および図４０を参照して、本実施の形態について説明する。本実施の形態におけ
るネブライザキットは、上述の実施の形態１における粒子選別部３００（図３等参照）の
代わりに粒子選別部３００Ｂを備え、流路形成体４００（図３等参照）の代わりに流路形
成体４００Ｂを備える。以下に述べる粒子選別部３００Ｂおよび流路形成体４００Ｂの構
成は、上述の実施の形態２～１５にも適用されることができる。
【０１３２】
　本実施の形態においては、流路形成体４００Ｂの上方筒状部４１４および下方筒状部４
１０が互いに別体として構成され、下方筒状部４１０の内側に、粒子選別部３００Ｂが下
方筒状部４１０と一体的に設けられる。上方筒状部４１４は、粒子選別部３００Ｂの上方
筒状部３２０の上端に嵌め込まれる。
【０１３３】
　粒子選別部３００Ｂおよび流路形成体４００Ｂが用いられる場合であっても、霧化部Ｍ
（図１４等参照）からエアロゾル排出口４２０に向かって移動するエアロゾルのうち粒子
径の大きなものは（たとえば１０μｍ以上）、羽根部３４０の表面に付着する。羽根部３
４０によって選別された所望の粒子径（たとえば２μｍ以上１０μｍ未満）を有するエア
ロゾルは、エアロゾル排出口４２０を通して外部に排出される。エアロゾルは、マウスピ
ース５００（図１参照）を通して、使用者の鼻または口に吸引される。
【０１３４】
　［実施の形態１８］
　図４１を参照して、本実施の形態について説明する。本実施の形態におけるネブライザ
キットは、上述の実施の形態１における粒子選別部３００（図３等参照）の代わりに粒子
選別部３００Ｃを備え、流路形成体４００（図３等参照）の代わりに流路形成体４００Ｃ
を備える。以下に述べる粒子選別部３００Ｃおよび流路形成体４００Ｃの構成は、上述の
実施の形態２～１５にも適用されることができる。
【０１３５】
　本実施の形態においては、流路形成体４００Ｃの上方筒状部４１４および下方筒状部４
１０が互いに別体として構成される。下方筒状部４１０には、筒状固定部４７０が設けら
れる。筒状固定部４７０の内側には段差４７２が設けられる。筒状固定部４７０の内側に
、粒子選別部３００Ｃの筒状部３２２が嵌め込まれる。筒状部３２２の内側には、４枚の
羽根部３４０が設けられる。粒子選別部３００Ｃは、上方筒状部４１４と下方筒状部４１
０との間に挟みこまれることによって、流路形成体４００Ｃに対して固定される。
【０１３６】
　粒子選別部３００Ｃおよび流路形成体４００Ｃが用いられる場合であっても、霧化部Ｍ
（図１４等参照）からエアロゾル排出口４２０に向かって移動するエアロゾルのうち粒子
径の大きなものは（たとえば１０μｍ以上）、羽根部３４０の表面に付着する。羽根部３
４０によって選別された所望の粒子径（たとえば２μｍ以上１０μｍ未満）を有するエア
ロゾルは、エアロゾル排出口４２０を通して外部に排出される。エアロゾルは、マウスピ
ース５００（図１参照）を通して、使用者の鼻または口に吸引される。
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【０１３７】
　［実施の形態１９］
　図４２を参照して、本実施の形態について説明する。本実施の形態におけるネブライザ
キットは、上述の実施の形態１における粒子選別部３００（図３等参照）の代わりに粒子
選別部３００Ｄを備え、流路形成体４００（図３等参照）の代わりに流路形成体４００Ｄ
を備える。以下に述べる粒子選別部３００Ｄおよび流路形成体４００Ｄの構成は、上述の
実施の形態２～１５にも適用されることができる。
【０１３８】
　本実施の形態においては、流路形成体４００Ｄの上方筒状部４１４および下方筒状部４
１０が互いに別体として構成される。下方筒状部４１０には、筒状固定部４７０が設けら
れる。筒状固定部４７０の内側には段差４７２が設けられる。筒状固定部４７０の内側に
、粒子選別部３００Ｄの筒状部３２２が嵌め込まれる。筒状部３２２の内側には、複数の
羽根部３４０Ａが設けられる。粒子選別部３００Ｄは、上方筒状部４１４と下方筒状部４
１０との間に挟みこまれることによって、流路形成体４００Ｄに対して固定される。
【０１３９】
　粒子選別部３００Ｄおよび流路形成体４００Ｄが用いられる場合であっても、霧化部Ｍ
（図１４等参照）からエアロゾル排出口４２０に向かって移動するエアロゾルのうち粒子
径の大きなものは（たとえば１０μｍ以上）、羽根部３４０Ａの表面に付着する。羽根部
３４０Ａによって選別された所望の粒子径（たとえば２μｍ以上１０μｍ未満）を有する
エアロゾルは、エアロゾル排出口４２０を通して外部に排出される。エアロゾルは、マウ
スピース５００（図１参照）を通して、使用者の鼻または口に吸引される。
【０１４０】
　［実施の形態２０］
　図４３を参照して、本実施の形態について説明する。本実施の形態におけるネブライザ
キットは、上述の実施の形態１における粒子選別部３００（図３等参照）の代わりに粒子
選別部３００Ｅを備え、流路形成体４００（図３等参照）の代わりに流路形成体４００Ｅ
を備える。以下に述べる粒子選別部３００Ｅおよび流路形成体４００Ｅの構成は、上述の
実施の形態２～１５にも適用されることができる。
【０１４１】
　本実施の形態においては、流路形成体４００Ｅの上方筒状部４１４および下方筒状部４
１０が互いに別体として構成される。下方筒状部４１０には、筒状固定部４７０が設けら
れる。筒状固定部４７０の内側には嵌合凹部４７４が設けられる。筒状固定部４７０の内
側に、粒子選別部３００Ｅの筒状部３２２が嵌め込まれる。筒状部３２２の内側には、４
枚の羽根部３４０が設けられる。筒状部３２２の外側には、嵌合凸部３７４が設けられる
。粒子選別部３００Ｅは、嵌合凸部３７４と嵌合凹部４７４とが相互に嵌合した状態で上
方筒状部４１４と下方筒状部４１０との間に挟みこまれることによって、流路形成体４０
０Ｅに対して固定される。
【０１４２】
　粒子選別部３００Ｅおよび流路形成体４００Ｅが用いられる場合であっても、霧化部Ｍ
（図１４等参照）からエアロゾル排出口４２０に向かって移動するエアロゾルのうち粒子
径の大きなものは（たとえば１０μｍ以上）、羽根部３４０の表面に付着する。羽根部３
４０によって選別された所望の粒子径（たとえば２μｍ以上１０μｍ未満）を有するエア
ロゾルは、エアロゾル排出口４２０を通して外部に排出される。粒子選別部３００Ｅは、
流路形成体４００Ｅに対して回転方向の移動が規制されているため、設計値により近い粒
子径を有するエアロゾルが、外部に排出される。エアロゾルは、マウスピース５００（図
１参照）を通して、使用者の鼻または口に吸引される。
【０１４３】
　［実施の形態２１］
　図４４を参照して、本実施の形態について説明する。本実施の形態におけるネブライザ
キットは、上述の実施の形態１における粒子選別部３００（図３等参照）の代わりに粒子
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選別部３００Ｆを備え、流路形成体４００（図３等参照）の代わりに流路形成体４００Ｆ
を備える。以下に述べる粒子選別部３００Ｆおよび流路形成体４００Ｆの構成は、上述の
実施の形態２～１５にも適用されることができる。
【０１４４】
　本実施の形態においては、流路形成体４００Ｆの上方筒状部４１４および下方筒状部４
１０が互いに別体として構成される。下方筒状部４１０には、筒状固定部４７０が設けら
れる。筒状固定部４７０の内側には嵌合凹部４７４が設けられる。筒状固定部４７０の内
側に、粒子選別部３００Ｆの筒状部３２２が嵌め込まれる。筒状部３２２の内側には、複
数の羽根部３４０Ａが設けられる。筒状部３２２の外側には、嵌合凸部３７４が設けられ
る。粒子選別部３００Ｆは、嵌合凸部３７４と嵌合凹部４７４とが相互に嵌合した状態で
上方筒状部４１４と下方筒状部４１０との間に挟みこまれることによって、流路形成体４
００Ｆに対して固定される。
【０１４５】
　粒子選別部３００Ｆおよび流路形成体４００Ｆが用いられる場合であっても、霧化部Ｍ
（図１４等参照）からエアロゾル排出口４２０に向かって移動するエアロゾルのうち粒子
径の大きなものは（たとえば１０μｍ以上）、羽根部３４０Ａの表面に付着する。羽根部
３４０Ａによって選別された所望の粒子径（たとえば２μｍ以上１０μｍ未満）を有する
エアロゾルは、エアロゾル排出口４２０を通して外部に排出される。粒子選別部３００Ｆ
は、流路形成体４００Ｆに対して回転方向の移動が規制されているため、設計値により近
い粒子径を有するエアロゾルが、外部に排出される。エアロゾルは、マウスピース５００
（図１参照）を通して、使用者の鼻または口に吸引される。
【０１４６】
　［実施の形態２２］
　図４５～図５４を参照して、本実施の形態におけるネブライザキット１０００Ｇについ
て説明する。図４５は、ネブライザキット１０００Ｇを示す斜視図である。図４６は、ネ
ブライザキット１０００Ｇの分解した状態を示す斜視図である。
【０１４７】
　（ネブライザキット１０００Ｇ）
　図４５および図４６に示すように、ネブライザキット１０００Ｇは、ケース体１００Ｇ
、吸上経路形成体２００Ｇ（図４６参照）、粒子選別部３００Ｇ（図４６参照）、および
流路形成体４００Ｇを備える。
【０１４８】
　（ケース体１００Ｇ・吸上経路形成体２００Ｇ）
　図４７は、ケース体１００Ｇおよび吸上経路形成体２００Ｇを示す断面斜視図である。
図４６および図４７に示すように、ケース体１００Ｇの筒状部１１０には、筒状部１１０
の内側から筒状部１１０の外側に向かって凹む凹部１９０が設けられる。ケース体１００
Ｇにおける凹部１９０以外の構成としては、上述の各実施の形態におけるケース体１００
Ａ（図２０参照），１００Ｂ（図２１参照），１００Ｃ（図２２参照），１００Ｄ（図２
５参照）の各構成が採用されてもよい。
【０１４９】
　吸上経路形成体２００Ｇの板状把持部２５０には、筒状部２１０から遠ざかる方向に突
出する凸部２９０が設けられる。吸上経路形成体２００Ｇがケース体１００Ｇの内部に配
置された状態においては、吸上経路形成体２００Ｇの凸部２９０は、ケース体１００Ｇの
凹部１９０の内側に嵌め込まれる（図４７参照）。吸上経路形成体２００Ｇは、ケース体
１００Ｇに対して固定される。吸上経路形成体２００Ｇにおける凸部２９０以外の構成と
しては、上述の各実施の形態における吸上経路形成体２００（図３参照）、２００Ａ（図
１５参照），２００Ｂ（図１６参照），２００Ｃ（図１７参照），２００Ｄ（図１８参照
），２００Ｅ（図１９参照），２００Ｆ（図２４参照），２００Ｇ（図２５参照）の各構
成が採用されてもよい。
【０１５０】
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　（粒子選別部３００Ｇ・流路形成体４００Ｇ）
　図４６を再び参照して、粒子選別部３００Ｇは、中心軸部３３０の周りに、２枚の羽根
部３４０が設けられる。粒子選別部３００Ｇにおいては、筒状固定部４７０（図３９，図
４０における上方筒状部３２０に相当）から２枚の羽根部３４０が独立した構成となって
いる。２枚の羽根部３４０の各々は、霧化部Ｍとエアロゾル排出口４２０との間の空間を
扇状に遮蔽する。羽根部３４０の上端には、上方に向かって延在する薄板部３４４が設け
られる。本実施の形態においては、羽根部３４０の霧化部Ｍ（図１１，図３２等参照）に
対する姿勢が、羽根部３４０が回転することによって調節される。
【０１５１】
　具体的には、流路形成体４００Ｇは、上方筒状部４１４および下方筒状部４１０が互い
に別体として固定される。下方筒状部４１０には、上方に向かって延在する筒状固定部４
７０が設けられる。筒状固定部４７０の内側には、２枚の羽根部４４０が設けられる（図
５０も参照）。羽根部４４０の形状は、羽根部３４０と同様に形成される。羽根部４４０
は、筒状固定部４７０を粒子選別部３００Ｇにおける上方筒状部３２０（図３９，図４０
参照）として見た場合、羽根部４４０は、上方筒状部３２０の内側（粒子選別部としての
端部寄り）に位置する。筒状固定部４７０の外側には、目盛り４９０が設けられる。
【０１５２】
　図４８は、流路形成体４００Ｇの上方筒状部４１４を示す斜視図である。上方筒状部４
１４の内側には、取付凹部４９４が設けられる。取付凹部４９４は、粒子選別部３００Ｇ
（図４６参照）の薄板部３４４（図４６参照）の形状に対応する。上方筒状部４１４の下
端には、目盛り４９０に対応する指示部４９２が垂設される（図４６も参照）。
【０１５３】
　図４９は、粒子選別部３００Ｇおよび流路形成体４００Ｇの上方筒状部４１４が互いに
固定される際の様子を示す断面斜視図である。粒子選別部３００Ｇは、流路形成体４００
Ｇに対して着脱可能に構成され、上方筒状部４１４と下方筒状部４１０（図４６参照）と
の間に挟みこまれることによって、流路形成体４００Ｇに対して固定される。
【０１５４】
　粒子選別部３００Ｇが流路形成体４００Ｇに対して固定される際、粒子選別部３００Ｇ
の薄板部３４４は、上方筒状部４１４の取付凹部４９４の内側に嵌め込まれる。上方筒状
部４１４が回転された際（図５１における矢印ＡＲ４９２参照）、上方筒状部４１４と粒
子選別部３００Ｇとは、互いに同一方向に一体的に回転する。
【０１５５】
　図５０は、粒子選別部３００Ｇおよび流路形成体４００Ｇの下方筒状部４１０が互いに
固定される際の様子を示す断面斜視図である。上述のとおり、粒子選別部３００Ｇは、上
方筒状部４１４（図４６参照）と下方筒状部４１０との間に挟みこまれることによって、
流路形成体４００Ｇに対して固定される。粒子選別部３００Ｇの羽根部３４０は、流路形
成体４００Ｇの下方筒状部４１０に対して着脱可能に構成される。
【０１５６】
　粒子選別部３００Ｇが流路形成体４００Ｇに対して固定される際、粒子選別部３００Ｇ
の中心軸部３３０の下端は、筒状固定部４７０の中央に設けられた受部４５０に嵌め込ま
れる。上方筒状部４１４（図４９等参照）が回転された際（図５１における矢印ＡＲ４９
２参照）、粒子選別部３００Ｇは、受部４５０を中心として、上方筒状部４１４と一体的
に回転する。
【０１５７】
　（ネブライザキット１０００Ｇの動作）
　図５１は、ネブライザキット１０００Ｇの動作を示す斜視図である。ネブライザキット
１０００Ｇにおいては、吸上経路形成体２００Ｇ（図４７参照）がケース体１００Ｇ（図
４７参照）に対して固定されている。霧化部Ｍ（図１１，図３２等参照）において生成さ
れたエアロゾルは、所定の方向性を持ってエアロゾル排出口４２０に向かって移動する。
ネブライザキット１０００Ｇにおいては、霧化部Ｍとエアロゾル排出口４２０との間に、
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羽根部３４０（図４６等参照）が位置する。羽根部３４０の霧化部Ｍに対する姿勢は、調
節可能に構成される。
【０１５８】
　図５２は、エアロゾル排出口４２０からネブライザキット１０００Ｇを見下ろした際の
、粒子選別部３００Ｇおよび流路形成体４００Ｇを示す第１平面図である。図５２におい
ては、上方筒状部４１４の指示部４９２は、目盛り４９０（図５１参照）の「ＭＩＮ」を
指している。
【０１５９】
　図５２に示す状態においては、霧化部Ｍとエアロゾル排出口４２０との間に形成される
エアロゾルの通路は、そのほとんどが羽根部３４０および羽根部４４０によって遮蔽され
ている。霧化部Ｍからエアロゾル排出口４２０に向かって移動するエアロゾルのうち粒子
径の大きなもののほとんどは、羽根部３４０および羽根部４４０の表面に付着する。
【０１６０】
　図５３は、エアロゾル排出口４２０からネブライザキット１０００Ｇを見下ろした際の
、粒子選別部３００Ｇおよび流路形成体４００Ｇを示す第２平面図である。図５３におい
ては、上方筒状部４１４の指示部４９２は、目盛り４９０（図５１参照）の「ＭＩＮ」と
「ＭＡＸ」との間の部分を指している。図５３に示す羽根部３４０は、図５２に示す羽根
部３４０に比べて、上方筒状部４１４の回転に伴って所定の角度だけ時計回り方向に回転
している。
【０１６１】
　図５３に示す状態においては、羽根部３４０の一部が、羽根部４４０の下方に入り込ん
でいる。霧化部Ｍとエアロゾル排出口４２０との間に形成されるエアロゾルの通路は、羽
根部３４０および羽根部４４０によってわずかに遮蔽されている（液体貯留部１１６の一
部が露出している）。霧化部Ｍからエアロゾル排出口４２０に向かって移動するエアロゾ
ルのうち粒子径の大きなものも、羽根部３４０および羽根部４４０の間を通過して、エア
ロゾル排出口４２０から外部に排出されることができる。
【０１６２】
　図５４は、エアロゾル排出口４２０からネブライザキット１０００Ｇを見下ろした際の
、粒子選別部３００Ｇおよび流路形成体４００Ｇを示す第３平面図である。図５４におい
ては、上方筒状部４１４の指示部４９２は、目盛り４９０（図５１参照）の「ＭＡＸ」を
指している。図５４に示す羽根部３４０は、図５３に示す羽根部３４０に比べて、上方筒
状部４１４の回転に伴って所定の角度だけ時計回り方向にさらに回転している。
【０１６３】
　図５４に示す状態においては、羽根部３４０のほとんどが、羽根部４４０の下方に入り
込んでいる。霧化部Ｍとエアロゾル排出口４２０との間に形成されるエアロゾルの通路は
、羽根部３４０によってはほとんど遮蔽されていない。霧化部Ｍからエアロゾル排出口４
２０に向かって移動するエアロゾルのうち粒子径の大きなものも、羽根部３４０および羽
根部４４０の間を通過して、エアロゾル排出口４２０から外部に排出されることができる
。
【０１６４】
　（作用・効果）
　羽根部３４０が回転することによって、羽根部３４０の霧化部Ｍに対する姿勢が調節さ
れる。羽根部３４０の回転によって、霧化部Ｍとエアロゾル排出口４２０との間に形成さ
れるエアロゾルの通路の広さ（羽根部３４０による遮蔽率）が増減する。エアロゾル排出
口４２０から排出されるエアロゾルの粒子径は、霧化部Ｍとエアロゾル排出口４２０との
間に形成されるエアロゾルの通路の広さに依存する。したがって、ネブライザキット１０
００Ｇによれば、使用者に投与される水、食塩水、気管支等の疾患を治療する薬液、また
は、ワクチンに応じて、最適な粒子径を有するエアロゾルを得ることが可能となる。
【０１６５】
　また、図５０に示すように、流路形成体４００Ｇにおいては、下方（霧化部Ｍ寄りの部
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分）から筒状固定部４７０（エアロゾル排出口４２０）の方に向かうにつれて内径が小さ
くなるように縮径している。羽根部４４０および羽根部３４０は、効果的に粒子を選別す
ることができる。
【０１６６】
　［実施の形態２３］
　図５５および図５６を参照して、本実施の形態について説明する。本実施の形態におけ
るネブライザキットは、上述の実施の形態２２における粒子選別部３００Ｇ（図４６等参
照）の代わりに粒子選別部３００Ｈを備え、流路形成体４００Ｇ（図４６等参照）の代わ
りに流路形成体４００Ｈを備える。
【０１６７】
　本実施の形態における粒子選別部３００Ｈは、筒状部３２２の内側に複数の羽根部３４
０Ａを有する。複数の羽根部３４０Ａは、棒状に形成されるとともに、断面視略三角形状
に配置される。複数の羽根部３４０Ａは、互いに対して平行な位置関係にある（図５６参
照）。複数の羽根部３４０Ａの各々は、霧化部Ｍとエアロゾル排出口４２０との間の空間
を線状に遮蔽する。
【０１６８】
　筒状部３２２の上端には、上方筒状部４１４（図４６参照）の取付凹部４９４に嵌め込
まれる薄板部３４４が設けられる。筒状部３２２の外周には、筒状固定部４７０の嵌合凹
部４７４内に嵌め込まれる嵌合凸部３７４が設けられる。
【０１６９】
　本実施の形態においても、霧化部Ｍ（図１１，図３２等参照）において生成されたエア
ロゾルは、所定の方向性を持ってエアロゾル排出口４２０（図４６参照）に向かって移動
する。霧化部Ｍとエアロゾル排出口４２０との間に、羽根部３４０Ａが位置する。羽根部
３４０Ａの霧化部Ｍに対する姿勢は、調節可能に構成される。
【０１７０】
　羽根部３４０Ａが回転することによって、羽根部３４０Ａの霧化部Ｍに対する姿勢が調
節される。羽根部３４０Ａの回転によって、霧化部Ｍとエアロゾル排出口４２０との間に
形成されるエアロゾルの通路の広さ（羽根部３４０Ａによる遮蔽率）が増減する。エアロ
ゾル排出口４２０から排出されるエアロゾルの粒子径は、霧化部Ｍとエアロゾル排出口４
２０との間に形成されるエアロゾルの通路の広さに依存する。したがって、本実施の形態
におけるネブライザキットによっても、使用者に投与される水、食塩水、気管支等の疾患
を治療する薬液、または、ワクチンに応じて、最適な粒子径を有するエアロゾルを得るこ
とが可能となる。
【０１７１】
　［実施の形態２４］
　図５７を参照して、本実施の形態について説明する。本実施の形態におけるネブライザ
キットは、上述の実施の形態２２における粒子選別部３００Ｇ（図４６等参照）の代わり
に粒子選別部３００Ｊを備え、流路形成体４００Ｇ（図４６等参照）の代わりに流路形成
体４００Ｊを備える。
【０１７２】
　粒子選別部３００Ｊにおいては、筒状部３２２の外周面に、接続部３７６と、把持部３
７８と、突起部３８８とが設けられる。接続部３７６は、筒状部３２２に対して法線方向
に突出する。把持部３７８は、接続部３７６の突出方向の先端から垂れ下がるように設け
られる。接続部３７６の形状は、次述する流路形成体４００Ｊの凹凸部４７６の形状に対
応している。突起部３８８の形状は、次述する流路形成体４００Ｊの凹溝４７８の形状に
対応している。突起部３８８は、凹溝４７８に嵌め込まれる。
【０１７３】
　流路形成体４００Ｊにおいては、筒状固定部４７０に凹凸部４７６が設けられる。凹凸
部４７６は、筒状固定部４７０の筒軸方向と平行な方向に沿って設けられる。凹凸部４７
６には、粒子選別部３００Ｊの接続部３７６が嵌め込まれる。凹凸部４７６は、接続部３
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７６と相互に係合することによって、粒子選別部３００Ｊを所定の高さ位置で保持するこ
とができる。筒状固定部４７０の外表面の凹凸部４７６の近傍には、目盛り４９６が設け
られる。
【０１７４】
　本実施の形態においても、霧化部Ｍ（図１１，図３２等参照）において生成されたエア
ロゾルは、所定の方向性を持ってエアロゾル排出口４２０（図５７参照）に向かって移動
する。霧化部Ｍとエアロゾル排出口４２０との間に、羽根部３４０が位置する。羽根部３
４０の霧化部Ｍに対する位置は、調節可能に構成される。
【０１７５】
　把持部３７８を用いて粒子選別部３００Ｊの流路形成体４００Ｊに対する位置が変更さ
れることによって、羽根部３４０と霧化部Ｍとの間隔が増減される。エアロゾル排出口４
２０から排出されるエアロゾルの粒子径は、羽根部３４０と霧化部Ｍとの間隔にも依存す
る。したがって、本実施の形態におけるネブライザキットによっても、使用者に投与され
る水、食塩水、気管支等の疾患を治療する薬液、または、ワクチンに応じて、最適な粒子
径を有するエアロゾルを得ることが可能となる。
【０１７６】
　［実施の形態２５］
　図５８および図５９を参照して、本実施の形態について説明する。本実施の形態につい
て説明する。本実施の形態におけるネブライザキットは、上述の実施の形態２２における
粒子選別部３００Ｇ（図４６等参照）の代わりに粒子選別部３００Ｋを備え、流路形成体
４００Ｇ（図４６等参照）の代わりに流路形成体４００Ｋを備える。
【０１７７】
　粒子選別部３００Ｋにおいては、筒状部３２２の外周面に、突起部３７７および嵌合凸
部３７４が設けられる。突起部３７７の形状は、流路形成体４００Ｋ（上方筒状部４１４
）の嵌合長孔４２７の形状に対応している。嵌合凸部３７４の形状は、流路形成体４００
Ｋ（下方筒状部４１０）の嵌合凹部４７４の形状に対応している。嵌合凸部３７４は、嵌
合凹部４７４に嵌め込まれる。
【０１７８】
　図５９に示すように、筒状部３２２の内側には、一枚の羽根部４４０が設けられ、羽根
部４４０によって、棒状軸部３２９が支持される。棒状軸部３２９は、筒状部３２２の筒
軸に沿うように配置される。
【０１７９】
　粒子選別部３００Ｋは、３枚の羽根部３４０Ｂを有する。３枚の羽根部３４０Ｂの各々
には、嵌め込み穴部３４９が設けられる。嵌め込み穴部３４９を利用して、３枚の羽根部
３４０Ｂは棒状軸部３２９に順に嵌め込まれる。嵌め込み穴部３４９は、棒状軸部３２９
に対して摩擦係合するように構成されるとよい。
【０１８０】
　本実施の形態においても、霧化部Ｍ（図１１，図３２等参照）において生成されたエア
ロゾルは、所定の方向性を持ってエアロゾル排出口４２０（図５８参照）に向かって移動
する。霧化部Ｍとエアロゾル排出口４２０との間に、羽根部３４０Ｂが位置する。羽根部
３４０Ｂの霧化部Ｍに対する姿勢は、調節可能に構成される。
【０１８１】
　羽根部３４０Ｂが回転することによって、羽根部３４０Ｂの霧化部Ｍに対する姿勢が調
節される。羽根部３４０Ｂの回転によって、霧化部Ｍとエアロゾル排出口４２０との間に
形成されるエアロゾルの通路の広さ（羽根部３４０Ｂによる遮蔽率）が増減する。エアロ
ゾル排出口４２０から排出されるエアロゾルの粒子径は、霧化部Ｍとエアロゾル排出口４
２０との間に形成されるエアロゾルの通路の広さに依存する。したがって、本実施の形態
におけるネブライザキットによっても、使用者に投与される水、食塩水、気管支等の疾患
を治療する薬液、または、ワクチンに応じて、最適な粒子径を有するエアロゾルを得るこ
とが可能となる。
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　３枚の羽根部３４０Ｂは、棒状軸部３２９に対して独立した角度で取り付けられること
ができる。羽根部３４０Ｂによる遮蔽率は、より小さな範囲で調整されることが可能とな
るため、最適な粒子径を有するエアロゾルを得る上での利便性が高い。また、羽根部３４
０Ｂは、筒状部３２２から容易に取り外されることができるため、洗浄する上での利便性
も高い。
【０１８３】
　以上、本発明に基づいた各実施の形態について説明したが、今回開示された各実施の形
態はすべての点で例示であって制限的なものではない。本発明の技術的範囲は特許請求の
範囲によって示され、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含ま
れることが意図される。
【符号の説明】
【０１８４】
　１００，１００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃ，１００Ｄ，１００Ｇ，９００　ケース体、１
０２，２３０，２３５，９２４ａ　開口部、１１０，２１０，３２２　筒状部、１１３，
９１３　圧縮空気導入管、１１３ａ，９１３ａ　上部先端部、１１３ｂ　外周面、１１３
ｓ　先端表面、１１５，９１５　ノズル孔、１１５ｃ　中心線、１１６，９１６　液体貯
留部、１４３　台座、１４４，１９０　凹部、１８０　嵌合孔部、２００，２００Ａ，２
００Ｂ，２００Ｃ，２００Ｄ，２００Ｅ，２００Ｆ，２００Ｇ，２００Ｈ，２００Ｊ，２
００Ｋ，２００Ｌ　吸上経路形成体、２１０ａ　内周面、２２０　吸上経路形成部、２２
１，２２２　吸上経路、２３２　上端表面、２４０　吸液口、２４１，２４６　膨出部、
２４２　端面、２４３　吸液口形成体、２４３Ｔ　先端部、２４４　内側、２５０　板状
把持部、２５１　プレート部、２５２，２７４，２９０　凸部、２６０　液溜まり部、２
７０　上部傾斜面領域、２７２　傾斜面、２８０　下部傾斜面領域、３００，３００Ａ，
３００Ｂ，３００Ｃ，３００Ｄ，３００Ｅ，３００Ｆ，３００Ｇ，３００Ｈ，３００Ｊ，
３００Ｋ　粒子選別部、３１０，４１０　下方筒状部、３２０，４１４　上方筒状部、３
２９　棒状軸部、３３０　中心軸部、３４０，３４０Ａ，３４０Ｂ，４４０　羽根部、３
４４　薄板部、３４９　嵌め込み穴部、３７４，４８０　嵌合凸部、３７６　接続部、３
７７，３８８　突起部、３７８　把持部、４００，４００Ｂ，４００Ｃ，４００Ｄ，４０
０Ｅ，４００Ｆ，４００Ｇ，４００Ｈ，４００Ｊ，４００Ｋ，９３０　流路形成体、４１
２　中央筒状部、４２０，９３２　エアロゾル排出口、４２７　嵌合長孔、４３０　外気
導入口、４５０　受部、４７０　筒状固定部、４７２　段差、４７４　嵌合凹部、４７６
　凹凸部、４７８　凹溝、４９０，４９６　目盛り、４９２　指示部、４９４　取付凹部
、５００　マウスピース、５１０　本体、５１１　圧縮空気送風口、５１２　チューブ、
９０２　上部開口、９２０　霧化部形成体、９２２　バッフル部、９２３　バッフル支持
部、９２４　吸液管形成部、９２５　突起、９２５Ｔ　下端、９３４　外気導入管、１０
００，１０００Ｇ，１０００Ｚ　ネブライザキット、２０００　ネブライザ、ＡＲ１１３
，ＡＲ２２０，ＡＲ２７２，ＡＲ４３０，ＡＲ４９２，ＡＲ９１３，ＡＲ９１５，ＡＲ９
２２，ＡＲ９３２，ＡＲ９３４　矢印、Ｍ　霧化部、Ｒ１１５　出口領域、Ｗ　液体、Ｗ
１　液滴、Ｗ２　エアロゾル。
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